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鉄共振現象を利用した後光灯点灯装置について(1)
中
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On the device of the Fluorescent Lamp. which is conformed to the 
Ferroresonance. ( n ) 
Takayuki NAKAGA W A. 
This rer;ort is the explanation on the mechanism to the operation of' the lighting device 
with fluorescení lamp. 
1. 緒 冨
(1) 
鉄共振現象を用いた蛍光灯の動作特性については既に発表した。 この報告は既に発表した装置の
動作機構に関するものである。
2. 実験装置とその動作概要
共振回路方式による蛍光灯の点灯法は良く知られている。 筆者は Mackayの非線型回路に関す
る実験結果をこの点灯袋作に利用して装置を作った。
図-1はその実験装置の結線図で， Ll' L2 は夫々O.7�シリー， 1.8�シリーの鉄芯入コイノレ， C1， 
C2 は夫 O々 .1�O . 2マイ ク ロ アア ラツp'， 3�4マイクロフアラツFの蓄電器， 蛍光管は東芝マツダ昼光色蛍光
管F D-20Lを使用したc
r T � • _ー一、 - ._- . �-今電源を実験装置に結び， スイッチを閉ぢると， L1 � L2C2 L，(ùil1r.ífi-ì r一笠竺笠ー2 � � -<> 0.ーと1.川崎町ト"l;-F.-----'-'--ー 一司一寸1
2の直列回路 が 出来， 直列共振現象が起り， 蛍光灯繊係は共振 円 c，L-iI-.J玄[三ζす了|
時大きな電流が流れ白熱する。 今繊係が白熱すると繊係抵抗は .�- ViJ\WíJ\:'/V 11 I 一-0 <>-ー一一一 E
約10倍程 の大きさに な り， 直列共振の条件が満足 しなくなる。 図-1
その時繊保を流れる電流が急減し繊俸の点、灯が消滅する。 そうすると繊保温度が降下し， 抵抗が減
少する。 この 時直列共振条件が満足され， 最初の状態にも どる。 さて直子j共振を起した時蛍光管両
極に高電圧が印加され， 又繊係が点灯するので放電がこの瞬間に起る。 放電が起るとL1が安定チョ
ークとなり， 一定放電電波が蛍光灯を流れるため， L2C2 の回路 に流れる電流は微少とな る。 その
後初め述べた様なl共振現象は起らない。
3. 実 験 方 法
蛍光灯繊係を白熱するに必要な電流は300mA程である。 今蓄電器C2を出来るだけ小容量のもの
を用い， 回路が直列共振を起し管端電圧が100ポノレト附近とし， 電流が300mA�400mA程度になる
様にLl' L2 の値を選ぶ。Ll' L2の決定のためスライダyク二個(100V， 5A)を用い， Ll' L2 
の値を連続的に変えた。
次にコイノレを一定とし， 蓄電器の電気容量を変えたとき共振電圧， 電流は電気容量に比例して増
加する事が分っている。
最後に蛍光灯繊僚の抵抗が常温から高温になると値が変るので， 回路の抵抗をパラメーターとし
た直列共振回路の電流， 電圧の関係をしらべる。
以上の実験を行って装置作成のためのL， Cの値が定められる。
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4. 実 験 結 果
チョークコイノレは割合安価に出来るから， C2を4μFから3，uFとすれば装置が安価に出来る。
そこでC2をこの大きさにし， 2個のスライダックを用い直列共振の実験を行った結果は図�2の
様である。 これから定められるインダクタシスの値は約O.7H，1 . 8H 程であった。
一方インダグタジヌー定とし容量G2を衰えた場合の関係は前述の通りであるので略す。
次に抵抗をパラメーターとした直列共振の実験は図�3の様になる。
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織係抵抗は常温で
数。程.度で あ る か
らp 図三3から分る1
様にL1=O.8H，L2 
=1.8H �呈にし， C2 
=3μF程にすれば，
共振の時に織係に約
250mA，..;..，400mA程の
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加熱発光させる事が
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出来る。 この加熱発光の瞬間に蛍光管は放電し， 点灯するp 11 !iijノlJ-LJJ/ 
尚蓄電器C1を挿入したのは欽芯の締め付けが不完全な場合
点灯が不安定巴なる事がある。 ζの様な場合この蓄電器の挿入
院よって安定なる放電が得られる事が分った。
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5. 考 察
仁の研究に於て電流と宮圧の関係は抵抗をパラメiーターとして画いた実験結果は 図-3で示され
る事は前述の通lりであるが， 之れは図-4に示す図によっ℃考慮する事によって容易に理解され
る。
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図-41手於て斜線部分は不安定領域で， この領域と各々の抵
抗をパラメーターとした曲線の交りに於て状況点が跳躍する。
一方蛍光灯の繊傍抵抗は夫々の電流に対しこφ平面内を点線
で示す様に変化する。 この線と不安定領域を定める曲線の交り
をB， H点とする。
今電圧Eが増加しE。になると電流11になり抵抗は変化し
てr1になる。 この点がBであるとすれば， 電流は跳躍をし電
流しなるF点、に移る凸その時大電流が繊傍に流れるから1抵抗は
むより真広大きな抵抗1;"2となる。従って1;"2'なる共撰曲線に
相当する曲線上に状況点が移らねばならない。 そうすると蹴俸
を流れる電流は小さくなり その抵抗性も変化して終局時にはら
の共振曲線と不安定領域の売りGの点に状苑点が移らねばならなくなり， その時K点べ跳躍する。
織僚の点火している間は状況点がFからGまで移動する時間である。
考こを雪K点に状況点が移った時路電流値が小さし空た冶p 織俸は外部冷却によって抵抗慢が小さく
なるため状況点はKか 22に向ってゆっくり移動しF最初の状態になる。 即ち以後ζの、様な状混点
の移動がくり返えされる。 この状苑点の変イt�ょっτ:南雲氏は理論的にMac�ayφ実験の説明言ヒ万日
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えられた。
この事を考慮すると電圧電流平面内で織係の抵抗変化の状況点が不安定領域の曲線と交る様に，
しかも繊傍電流が過大にならない様に L1十L2• C引 をえらぴ， 最後に放電が初まった後には電流
値が定格値となる様L1を決定すれば良い事がわかる。
言
実際試作じたものに就ての動作特性については前に報告した通りであるが， 周波数変動が共振現
象を使用している関係上， この種の点灯方式に大きな問題をあたえる事ほ明らかである。
終りに平素御指導を賜っている森教授， 南雲博士〈慶大〉又有意義な御注意を賜った井上教授に
厚くお礼申上げます。
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三元素平衡
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